
 

 

1 はじめに 

千葉商科大学においては, 2019 年 4 月より, 新型コ
ロナウイルス感染症の感染拡大に伴い, Teams 等の通
話ツールを利用し, 遠隔で講義を行うリアルタイム形
式, 及び, ビデオファイル及び授業資料等を事前に共
有し, 定められた期間に演習に取り組むオンデマンド
形式の 2 つのオンライン授業が導入された. これらの
オンライン授業は, 感染症対策として導入されたが, 
今後もオンライン授業を取り入れることが検討されて
おり, その教育的な効果の検証が必要とされている(1. 

2 方法 

授業評価アンケート及び成績情報に対して独立性の
検定及び残差分析を行い, 授業形態別の成績に対する
影響の有無を検定する(2. 実施にあたっては Python ラ
イブラリ Scipy の stats.chi2_contingency を利用した(3. 

3 分析 

Fig. 1は, 2020 年の春学期から, 2021 年の春学期まで
の講義を授業形態別の成績（S, A, B, C, F の 5 段階）に
関する度数分布表及び, 成績別授業形態割合である.  

 

 

Fig. 1: 授業形態別成績度数分布 

Fig. 1より全体的な成績の傾向は類似していること
がわかる. 一方で, 形態別に見ると対面授業はリアル
タイム, オンデマンドと比べて F の割合が高い傾向が
ある. また, リアルタイムの講義は他と比較して A と
B に集中しており, 分散が小さい傾向がみられる. 成
績別に見ると, F における対面の割合が高い. また, S
におけるオンデマンド授業の割合が高い傾向が見られ
る. リアルタイム授業においては S が若干少ないもの

の, A から F になるにつれて少しずつ割合が減少して
おり, 安定して中程度の成績を取りやすいといえる. 
形態別の講義数の多寡を考慮してもやはり F における
対面授業の割合は高いと考えられる. 
分布の差異が統計的に有意かを検証するため, クロ

ス表を作成し, 独立性の検定を行った. その結果,  P
値が 3.01e-53 となり, 授業形態ごとに統計的に有意な
差がみられた. 

Fig. 2は授業形態別成績の標準化残差であり, ±
1.96(濃い赤, 濃い青)で,それらの交点の値の多寡を有
意水準 5%で検定している. Fig. 2からも, 対面授業に
おいては成績が F に, リアルタイム授業では A, B に, 
オンデマンド授業では S, C に集中しており, それぞれ
成績の分布が異なることが分かる. 

 

Fig. 2:  標準化残差 

4 考察とまとめ 

オンデマンド授業は, 自発的な学習が前提となるた
め継続的に取り組める学生とそれ以外で成績が S と C
に集中すると推察される. リアルタイム授業は, 対面
と比較して, 出席に対する物理的なハードルが低いこ
とが対面授業の成績の分布と比べて優良な成績へのシ
フトが見られる要因の 1 つと推察される.  
今後の課題として, オンデマンド授業における学習

の継続的なサポートが求められていくと考えられる. 
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概要－   本研究は, 千葉商科大学基盤教育機構において実施されている授業評価アンケート及び成績情報を残

差分析し遠隔/対面授業の成績の分布における差異を分析する. 本研究で得られた主な結論は以下の2点である：1）

リアルタイム授業, オンデマンド授業,対面授業間で全体の成績分布の傾向は類似しているが, 2）分布の詳細を精

査すると, オンデマンド授業では成績の 2 極化, リアルタイム授業では易化が見られる. 
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